
■周辺は農耕地で道幅も狭いので農作業の

　邪魔にならないように駐車してください

■
周
辺
は
農
耕
地
で
道
幅
も

狭
い
の
で
農
作
業
の
邪
魔
に

な
ら
な
い
よ
う
に
駐
車
し
て

く
だ
さ
い

広報こうなん 2006.6 (20)

③③
升、升やったら飲めるけんど！升、升やったら飲めるけんど！升、升やったら飲めるけんど！

人口 /34,179 人　世帯 /13,446 戸

（男 /16,393 人　女 /17,786 人）

出生 /  25 人　死亡 /  43 人

転入 /242 人　転出 /318 人

対前月比 /97 人減 (18.3.31 現在 )

市
の
う
ご
き

お
詫
び
と
訂
正

■周辺は農耕地で道幅も狭いので農作業の邪魔にならないように駐車してください■周辺は農耕地で道幅も狭いので農作業の邪魔にならないように駐車してください

う
　
わ
　
ゆ

香
南
市
広
報
「
こ
う
な
ん
」
平
成
十
八
年
六
月
一
日
発
行
　
　
　
　
　
編
集
・
香
南
市
広
報
編
集
委
員
会
　
発
行
･
香
南
市
役
所
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第
50
回
ど

ろ
め祭り in 赤

岡
海
岸
 ４

月30日開催

　マイワシやカタクチ

イワシの稚魚の別称。

　地元では、「どろめ」を三杯酢かヌタをか

けて食べるのが一般的。

 薄塩で釜ゆでしたチリメンジャコは、また

格別な味。

　昭和33年に地元の醸造家の社

長が地酒をＰＲするため「どろめ」

をさかなにして客人を接待したこと

が始まりといわれています。

　３年連続優勝すると「酒豪博士」

に認定されます。今年は、昨年３

度目の優勝を果たした小川さん（高

知市）に博士の認定証が贈られま

した。（▼認定証授与式）

（
注
意
）
お
酒
は
二
十
歳
に

な
っ
て
か
ら
…
無
理
な
一

気
飲
み
も
禁
止
で
す
。

　大杯飲み干し大会に参加

した人だけが味わえる「大

杯の酒」。いつもの日本酒と

はひと味違うとのこと。

▼

第50回どろめ祭り大杯飲み干し大会入賞者第50回どろめ祭り大杯飲み干し大会入賞者

■男性■

　　　優勝　垣本真吾（高知市）　14.4秒

　 準優勝　文野　 浩（安芸市）  16.5秒

■女性■

　　  優勝　間中弘美（茨城県つくば市）　14.2秒

　 準優勝  川村都己子（岡山県和気郡） 14.7秒

                ※飲むときのマナー・飲みっぷりも審査対象です

恒例の地元業者有志による「白波五人男」

　
　
ど
ろ
め
綱
曳
唄
や
ど
ろ
め
音
頭
を
赤
岡

民
謡
ク
ラ
ブ
が
披
露
。
飛
び
入
り
の
参
加
者

も
一
緒
に
約
六
十
人
が
踊
り
ま
し
た
。

▼

約半世紀続いた

どろめ祭りを

来年もよろしくね！

「どろめ」とは？「どろめ」とは？

「どろめ」のおいしい食べ方は？「どろめ」のおいしい食べ方は？

連続優勝すると
　　　　どうなるの？
連続優勝すると
　　　　どうなるの？

「どろめ祭り」の
　　　　はじまりは？
「どろめ祭り」の
　　　　はじまりは？

名
物
行
司
の

　
　
　
　
島
崎
さ
ん

▼

 太平洋を望むメインステージで行われる大杯飲み干し大会は

男性は一升（1.8リットル）、女性は５合（0.9リットル）を一気に飲

み干します。毎年県内外から我こそはという酒豪の参加があり、

今年は男性13人、女性12人の計25人が挑戦しました。

　海岸に集まった約１万人のギャラリーの前で、「ぐーっと、ぐぐ

ぐーっと」との掛け声であおると挑戦者はぐびりぐびり。「ほら、

のどが動いてない！」とけしかけられ完飲。飲み干す速さだけ

でなく豪快な飲みっぷりも審査

の対象になりました。

ど
ろ
め
ち
ゃ
ん

大
漁
く
ん

初

初



香南市議会始動香南市議会始動 組織が決定

 

四
月
二
十
七
日
に
開
か

れ
た
平
成
十
八
年
第
一
回

臨
時
議
会
で
、
正
副
議
長

選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に

野
崎
昌
男
氏
、
副
議
長
に

信
吉
孝
彦
氏
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
併
せ
て
各
常
任
委

員
会
委
員
の
選
任
も
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
選
出
監
査
員
に
は

山
崎
朗
氏
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　
平
成
十
八
年
第
一
回
定

例
議
会
は
六
月
五
日
か
ら

開
会
さ
れ
ま
す
。
市
長
の

市
政
報
告
、
各
議
案
の
提

案
理
由
の
説
明
、
各
議
員

か
ら
の
一
般
質
問
や
十
八

年
度
予
算
な
ど
の
議
案
審

議
を
行
い
ま
す
。

　 

　香南市は、自然環境に恵まれたすばらしいまちです。人口３万

４千人、面積126平方キロメートルと大きく広く、町村から市に

なり議会の在り方も変わります。

　議案の審議が本議会方式から委員会方式となり、それぞれの委

員長を中心に、さらに詳しく専門的に審議することとなりました。

  香南市議会には総務、産業建設、教育民生の３つの常任委員会

があります。各常任委員会の機能をより充実させるため、市議会

議員26人全員がお互いに切磋琢磨し、新たな情熱を持って取り組

んでまいります。まさに今からの香南市を、市民の皆さまと共に

考えその声をより良い形で市政に反映させ、そしてこのまちづく

りに大事な一歩一歩をしるしていくよう、一生懸命頑張ります。

　皆さまに開かれた親しみやすい議会を目指しておりますので、

ご協力とご参加をよろしくお願いします。

総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

      就任の
ご
あ
い
さ
つ

香
南
市
初
代
議
会
議
長

野
崎
昌
男

の
ざ
き
　
　
ま
さ
お

■
傍
聴
席
の
入
り
口
で
受
付
簿
に
「
住

所
・
氏
名
」
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
傍
聴
席
か
ら
の
出
入
り
は
自
由
で

す
が
、
拍
手
し
た
り
や
じ
を
飛
ば
す

な
ど
、
会
議
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
は

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す

  昭和21年11月11日　
  野市町下井生まれ O型
  高知農業高校卒
　平成７年1月 旧野市町議会議員
    ～18年2月
　

(17.1～18.2同議会議長)

志磨村公夫

野島　利英

山本　孝志

中元　源一

真辺　慶一

安岡　 宏

山崎　 朗

中元　則夫

西内　俊夫

長

副

長

副

竹村　暢文

林　　道夫

森本　恵子

岡﨑　 健

安芸　紀雅

山中　 昭

杉村　正毅

斉藤　朋子

 猪原　陸

山本　茂夫

野村　正夫

西内　治水

黒石　博章

信吉　孝彦

中村　輝彦

長

副

野本　光生

野崎　昌男

春　の　叙　勲 
香南市で５人が受章されました

　昭和50年、旧野市町議会議員に当選以来

７期28年間在職し、議会議長、副議長として、

町政発展に貢献。また長年、野市町体育指

導委員長、同体育協会理事長等として、ス

ポーツ活動の普及振興に尽力されました。

　昭和43年から３期９年間旧吉川村民生

委員・児童委員を務め、54年に旧吉川村

議会議員に当選以来７期26年にわたり、

議会議長、副議長として村政発展に貢献

されました。

　
九
年
間
の
民
生
委
員
活
動
を
経

て
、
旧
吉
川
村
議
会
議
員
に
初
当

選
し
た
昭
和
五
十
四
年
。
「
吉
川
は

環
境
整
備
が
遅
れ
、
貧
し
い
村
で

し
た
。
数
々
の
活
動
の
中
で
も
、

同
和
対
策
事
業
に
よ
る
地
区
の
道

路
改
修
、
吉
川
漁
港
が
完
成
し
た
時

は
、
感
無
量
で
し
た
」
と
当
時
を

振
り
返
り
ま
す
。

　
「
家
内
に
も
苦
労
を
か
け
て
き
た

が
、
家
族
な
の
で
あ
た
り
ま
え
と

強
気
で
頑
張
っ
て
き
た
」
と
北
川

さ
ん
。
「
今
ま
で
議
員
と
し
て
の
私

を
信
頼
し
、
支
え
て
く
れ
た
方
々

へ
感
謝
の
気
持
ち
は
言
い
尽
く
せ

ま
せ
ん
」
と
話
す
姿
に
、
地
域
を

思
い
地
域
を
見
守
る
ま
な
ざ
し
が

あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
七
年
、
初
め
て
教
育
委

員
に
当
選
し
た
の
は
、
戦
後
教
育
の

混
乱
期
で
し
た
。
物
資
は
乏
し
く
、

社
会
教
育
の
場
と
し
て
「
野
市
に
公

民
館
を
」
と
議
会
で
設
置
条
例
を
可

決
さ
せ
た
も
の
の
建
物
は
で
き
ず
『
館

な
き
公
民
館
』
な
ど
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

公
民
館
が
落
成
し
た
時
は
「
本
当
に

う
れ
し
か
っ
た
」
と
の
こ
と
。

　
『
教
育
は
人
』
と
優
れ
た
人
材
を
登

用
さ
せ
て
き
た
野
口
さ
ん
は
、
野
市

の
教
育
の
立
役
者
。
「
た
く
さ
ん
の
す

ば
ら
し
い
教
育
者
や
人
と
の
出
会
い

が
今
ま
で
の
自
分
を
支
え
て
く
れ
た
。

受
章
も
そ
の
お
か
げ
で
す
」
「
家
族
に

も
感
謝
し
ち
ゅ
う
け
ん
ど
勲
章
は
、

手
伝
い
に
も
な
ら
ん
」
と
野
口
さ
ん
。  

庭
先
の
奥
さ
ん
の
姿
に
目
を
細
め
て

い
ま
し
た
。

　
山
下
さ
ん
か
ら
は
お
手
紙
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

「
平
成
十
八
年
春
の
叙
勲
に
さ

い
し
、
旭
日
双
光
章
拝
受
の
栄

に
浴
し
ま
し
た
。
去
る
五
月
九
日
、

県
知
事
橋
本
大
二
郎
殿
か
ら
勲

記
勲
章
の
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
長
年

に
わ
た
る
心
温
か
い
ご
指
導
ご

支
援
の
賜
と
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
は
、
一
層
精
励
し
、

い
さ
さ
か
な
り
と
も
、
ご
芳
情

に
報
い
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で

何
卆
、
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
」

　
こ
の
受
章
を
、
奥
さ
ま
の
墓

前
に
一
番
に
報
告
さ
れ
た
と
言

う
山
下
さ
ん
で
し
た
。

「
初
当
選
し
た
時
は
、
最
下
位
で
よ

う
よ
や
っ
た
」
と
三
十
一
年
前
の
岡

田
議
員
誕
生
秘
話
（
？
）
を
笑
い
な
が

ら
話
す
岡
田
さ
ん
。（
実
は
ト
ッ
プ
当
選

も
果
た
し
て
い
ま
す
）
　

　
高
校
時
代
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
国
体

選
手
。
成
人
し
て
か
ら
も
少
年
サ
ッ

カ
ー
の
指
導
者
と
し
て
四
国
や
全
国

大
会
に
出
場
す
る
な
ど
活
躍
。
ま
わ

り
を
明
る
く
前
向
き
に
さ
せ
て
く
れ

る
笑
顔
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
受
章
は
「
自
分
に
と
い
う

よ
り
、
ま
わ
り
に
い
て
く
れ
た
先
輩
、

仲
間
、
後
輩
、
家
族
に
贈
ら
れ
た
も

の
で
す
」
と
、
数
あ
る
功
績
に
苦
労

話
は
な
く
、
最
後
に
「
い
つ
で
も
自

分
が
一
番
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
た
」

と
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ら
し
い
一
言
で
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
三
十
八
歳
で
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
推
薦
さ
れ
て
以
来
、

現
役
で
活
躍
し
て
い
る
黒
岩
さ
ん
。

「
推
薦
さ
れ
た
か
ら
に
は
期
待
に

応
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
、
今

ま
で
続
け
て
来
た
」
と
の
こ
と
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
時
代
に
対
応
し

た
地
域
福
祉
の
中
核
と
な
っ
て

民
生
委
員
だ
け
で
は
で
き
な
い

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
、
と
ま

す
ま
す
意
欲
的
。

　
「
こ
の
受
章
は
、
一
緒
に
活
動

し
て
き
た
仲
間
や
先
輩
の
協
力
と
、

家
族
の
理
解
の
た
ま
も
の
。
恩
返

し
の
意
味
で
も
さ
ら
に
頑
張
り

ま
す
」
と
力
強
く
新
た
な
決
意

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　昭和49年に旧香我美町民生委員・児童委

員に推薦されて以来、福祉の向上、住民生

活の安定に尽力。また同協議会の会長を務め、

組織の活性化、委員の資質向上及び活動強

化に貢献されています。

や
か
た

せっさたくま
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岡田　勝さん

� 70歳　野 市 町

北川　納さん

76歳　吉 川 町

山下政鶴さん

84歳　赤 岡 町

旭日双光章

旭日双光章

旭日双光章

野口　勇さん

87歳　野 市 町

黒岩義久さん

70歳　香我美町

瑞宝単光章

　昭和30年、旧赤岡町議会議員に当選以来、

通算７期24年にわたり在職し、議会議長を

務めました。また２期６年を助役として町

政の発展に貢献されました。

　昭和27年に旧野市町教育委員に当選以

来29年間、教育委員や教育委員長として

教育行政に多大な功績をあげられました。

地方教育行政功労

地方自治功労

地方自治功労

旭日双光章 地方自治功労

社会福祉功労
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教育委員会の紹介

県派遣職員の紹介県派遣職員の紹介

香南市駐在の地域支援企画員

（後左から）■窪田純子（赤岡・吉川担当）■山本嘉博（総括）■島内香織（香

我美・夜須担当）

（前左から）■松澤俊一（夜須担当）■本多松彦（野市担当）

　
地
域
支
援
企
画
員
は
、
住
民
の
力
を
生
か
し

た
地
域
の
支
え
あ
い
の
仕
組
み
や
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
新
し
い
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組

み
づ
く
り
な
ど
、
住
民
の
目
線
に
立
っ
て
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
様
々
な
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
職
員
で
す
。

加藤　明【選挙】
野市町中ノ村
  　55－１５５５

髙橋丈夫【選挙】
野市町大谷

  　56－１１３０

安岡洋光【選挙】
野市町新宮

　　55－３７１６

西　功　【選挙】
野市町中山田
  　54－２４４２

西内　章　【共済】
野市町本村

  　55－２８４９

野本光生【選挙】
野市町西佐古
  　56－３６４４

中田建夫【選挙】
野市町東野

　　56－０７８５

森田公章【選挙】
野市町西佐古
  　56－０４１０

山﨑伸一【選挙】
野市町下井

  　56－０８４９

水田冨士男【選挙】
野市町西野

　　56－２６８０

横田省二【選挙】
野市町父養寺
  　56－１２２２

髙橋寛美【選挙】
夜須町千切

  　54－３５９２

三谷　武【改良区】
野市町土居

　　55－０８００

田村富次郎【選挙】
夜須町坪井

  　55－１２０６

宮崎　清【選挙】
夜須町十ノ木
  　55－４３６３

竹中顕光【選挙】
夜須町西山

　　55－４２２７

橋本奉信【議会】
香我美町岸本
  　54－３３２４

別役豊茂【選挙】
香我美町徳王子
  　55－２５５８

廣岡　稔【議会】
夜須町手結山
　　54－４０１５

内村之雄【選挙】
香我美町徳王子
  　54－３３８４

山本泰良【農協】
香我美町徳王子
 　 54－３３６７

西内孝夫【選挙】
香我美町徳王子
　　55－５１０２

横田啓英【選挙】
香我美町上分
 　 55－４００７

近森一夫【選挙】
香我美町山北
  　55－４７７３

間城定夫【選挙】
香我美町上分
　　54－３８９２

中谷眞明【選挙】
香我美町山川
  　55－９３７９

宮地道夫【議会】
赤岡町

  　54－３７１１

栁本　章【選挙】
香我美町口西川
　　55－５２１０

増井行雄【選挙】
吉川町吉原

  　54－２３４４

中澤　傳【選挙】
吉川町吉原

  　54－３０１１

北村政一【議会】
吉川町吉原

  　54－５２２８

久武恵一【選挙】
赤岡町

　　54－３５４４

■地域農業の構造改革を推進します。

　農業の担い手育成と農地の有効利用を通じて活力ある農家づくり

に取り組みます。また、「農業経営基盤強化促進法」による認定農業

者への支援や農地の貸し借りの促進、農村の活性化を進めます。

■農地行政の適正な執行を行います。

　農地の売却や転用等について、農業者を代表する機関として公正

に審査します。

わ
た
し
た
ち
が

　
農
地
を
守
り
ま
す

わ
た
し
た
ち
が

　
農
地
を
守
り
ま
す

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
候
補
者
が

定
数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
次
の
人

た
ち
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
農
業
委
員
は
、
細
か
な
世
話
役
活
動

を
行
い
、
集
落
の
声
を
行
政
・
政
策
へ

反
映
で
き
る
よ
う
委
員
と
し
て
意
見
を

出
し
ま
す
。

香
南
市
農
業
委
員
32
人
が
決
定

農業委員会の役割

氏　名【選出】
住　　所

連  絡  先

会長職務代理 農業委員会長

教育長の言葉・・・・・・・・

教
育
委
員
長

　
清
藤
　
好
弘

教
育
委
員

　
濵
田
　
守
明

　
長
﨑
　
健
二

　
竹
内
　
　
淳

香南市教育長　島﨑隆弘
しまさき　たかひろ

　香南市教育委員は４月29日に市長からの辞令を受け、・・・・・・・

■
福
祉
事
務
所
　

　
　
唐
橋
浩
志
（
副
所
長
）

　
　
大
井
健
睦
（
主
幹
）

 
 

　
百
田
武
史
（
主
幹
）

■
健
康
対
策
課
　

　
　
伊
井
啓
子
（
課
長
補
佐
）

■
企
画
課
　
自
衛
隊
立
地
推
進
室

　
　
中
内
修
二
（
課
長
補
佐
）

■
農
林
課
　

　
　
深
田
泰
三
（
課
長
補
佐
）

　
　
小
松
敬
典
（
課
長
補
佐
）

本
庁
舎

香
我
美
庁
舎

夜
須
庁
舎

大
峰
の
里
（
夜
須
）

赤
岡
庁
舎

　４月から香南市役所内で職務を行っている県からの派遣職員

を紹介します。

地 域 支 援 企 画 員地 域 支 援 企 画 員

【
教
育
委
員
会
】
　

■
学
校
教
育
課
　

　
　
岡
村
裕
子
（
夜
須
中
か
ら
出
向
）

■
補
導
セ
ン
タ
ー

　
　
杉
本
　
博
（
赤
岡
中
か
ら
出
向
）

■
香
南
市
教
育
研
究
所

　
　
西
内
美
紀
（
夜
須
小
か
ら
出
向
）

元気な
まちづくり応援団！

元気な
まちづくり応援団！

香南市のために

がんばります！
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まちの話題Topics

　　　手製看板でごみの出し方ＰＲ

　　みんなできれいに

フ
ン
ボ
ル
ト
ペ
ン
ギ
ン
・
の
い
ち
動
物
公
園
へ

あ
た
ら
し
い
仲
間
が
増
え
ま
し
た

香南市内で交通安全教室

交通ルールをお勉強

タケノコ掘りで竹林整備に一役

おいしいタケノコをゲット★

　夜須町西山（宮崎組・学校前）地区の皆さんが、４月１日（土）

ごみの出し方の手製看板を作り、みんなで管理するごみ集積

ステーションに設置しました。

　香南市がスタートし、ごみの出し方が変更になって、戸惑

ったり、困ったり、前年度のルールのまま出したりといった

混乱が、地区内にありました。また、地区のごみ集積ステーシ

ョンは、県道沿いの便利なところにあることから、これまで

地区外から、収集日でない日や夜間などに分別されてないご

みや粗大ごみなどが放置されていた状態でした。　

　そのため、地区のごみ集積ステーション周辺をきれいにし、

看板でみんなに呼びかけました。

　
香
南
市
内
の
小
学
校
な
ど

で
交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ

て
い
ま
す
。

　
四
月
二
十
七
日（
木
）に
は
、

吉
川
小
学
校
で
交
通
安
全
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
香
南

警
察
署
の
職
員
か
ら
話
を
聞

い
た
後
、
校
庭
に
描
い
た
道

路
で
安
全
な
歩
行
、
横
断
、
自

転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て
教

わ
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
真
剣
に

交
通
ル
ー
ル
を
学
び
、
交
通

安
全
に
つ
い
て
の
関
心
と
知

識
を
高
め
ま
し
た
。

女性の部

opics
大
蛇
藤
ま
つ
り

　大蛇藤は香我美町舞川に自生しているフジの木で樹齢約300

年。近くの淵に大蛇が住んでいたという言い伝えがあります。

根元の幹まわりは１メートルもあり、木に巻き付いた姿が大蛇

のようだと『大蛇藤』の名が付きました。             　

　例年５月上旬には、絡んだ樫や杉の木のてっぺんから薄紫の

カーテンのように花房を垂らし、あたりは甘い花の香りに包ま

れます。（左写真は5月8日撮影）

　
四
月
二
十
九
日
（
土
）
、
香

我
美
町
舞
川
で
大
蛇
藤
ま
つ

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
舞
川
に
住
む
十
四
人
は
、

ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
。
舞
川

藤
ま
つ
り
実
行
委
員
会(

小

松
光
廣
会
長)

の
主
催
で
、

こ
の
フ
ジ
を
守
り
み
ん
な
に

見
て
も
ら
お
う
と
二
十
四
年

前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
き
っ
か
け
は
小
松
さ
ん
が

舞
川
公
民
館
長
に
な
っ
た
昭

和
五
十
四
年
の
東
川
地
区
と

の
交
流
会
。
花
の
季
節
に
招

い
た
人
た
ち
が
「
舞
川
の
人

た
ち
だ
け
で
見
る
の
は
も
っ

た
い
な
い
」
と
、
毎
年
集
ま
る

こ
と
に
。
年
々
集
う
顔
ぶ
れ

は
代
わ
り
、
今
年
は
合
併
で

仙
頭
市
長
や
市
議
ら
、
た
く

さ
ん
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
花
に
は
ま
だ
早
く
鑑
賞
会

　に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

葉
わ
さ
び
の
巻
き
ず
し
や
タ

ラ
の
芽
の
天
ぷ
ら
な
ど
地
元

の
食
材
を
使
っ
た
珍
し
い
料

理
や
餅
投
げ
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　
「
毎
年
花
を
楽
し
み
に
、
遠

く
か
ら
来
て
く
れ
る
人
が
い

る
の
で
地
域
も
賑
わ
う
。
少

し
で
も
長
く
、
多
く
の
人
に

見
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
小
松

さ
ん
。
近
く
に
は
藤
棚
も
あ

り
、
ひ
ょ
う
た
ん
桜
や
オ
オ

デ
マ
リ
の
花
が
、
地
域
に
彩

り
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

無人島長平まつり第９回

　
香
我
美
町
岸
本
出
身
の
船
乗
り

野
村
長
平
（
一
七
六
二
～
一
八
二

一
）
に
ち
な
ん
だ
「
無
人
島
長
平

ま
つ
り
」
が
、
五
月
十
四
日
（
日
）
、

岸
本
海
岸
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
長
平
が
十
三
年
の
無
人
島
生
活

か
ら
無
事
生
還
し
て
二
百
年
目
を

記
念
し
、
平
成
十
年
か
ら
始
め
ら

れ
た
こ
の
お
祭
り
は
、
今
年
で
九

回
目
。
砂
浜
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
地

引
き
網
な
ど
に
続
き
、
メ
イ
ン
種

目
の
手
作
り
い
か
だ
レ
ー
ス
に
た

く
さ
ん
の
観
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
波
が
高
く
砂
浜
に
押

し
戻
さ
れ
た
り
、
い
か
だ
ご
と
ひ

っ
く
り
返
っ
た
り
で
な
か
な
か
沖

に
進
め
ず
悪
戦
苦
闘
。
リ
タ
イ
ア

が
続
出
の
大
波
乱
に
浜
辺
か
ら
の

声
援
も
大
き
く
、
ゴ
ー
ル
し
た
チ

ー
ム
に
は
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
お

く
ら
れ
ま
し
た
。【親子の部】

【一般の部】

１位
２位
３位
４位
５位
６位
●

海人　　
山北子ども会
香南警察署
ろうきんマッキーズ
東川山猿
香南市職労組合
西川消防団

銀河鉄道№１
いかだ１号
山北こども会
岸本月見山クラブ女子
岸本月見山ミックス１号

１位
●
●
●
●

●＝リタイア

【女性の部】

１位
２位
●

香南市職労組合
交通安全母の会
山北子ども会

いかだレース

結果

▲みんなで投げ餅の準備

 

　南米の太平洋側に住むフンボルトペンギンが８羽、

４月29日（土）に県立のいち動物公園に仲間入りしま

した。北海道の広尾海洋水族科学館の閉館により引き

取ったフンボルトペンギンは、絶滅が危惧されるレッ

ドリストの危急種に指定されています。お腹に黒い帯

が１本あるのが特徴で、かわいいヨチヨチ歩きで来園

者に愛きょうたっぷりの姿を披露していました。

　
四
月
二
十
三
日
（
日
）『
三
宝
山
で
タ
ケ
ノ
コ

を
掘
ろ
う
！
』
と
親
子
連
れ
約
六
十
人
が
集

ま
り
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
　

　
旧
野
市
町
で
は
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
協
力
を
求
め
、
荒
れ
放
題
だ
っ
た
三
宝
山

の
登
山
道
を
整
備
。
竹
の
伐
採
な
ど
を
し
て

き
た
中
で
「
せ
っ
か
く
な
ら
、
み
ん
な
で
楽
し

く
で
き
る
こ
と
を
」
と
企
画
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
と
い
う
参
加
者
も
多
く
、
ク
ワ
を
片

手
に
登
山
道
を
二
十
分
ほ
ど
登
り
、
中
腹
の
広

場
か
ら
近
く
の
竹
林
へ
。
子
ど
も
た
ち
は
、

地
面
に
頭
を
出
し
た
タ
ケ
ノ
コ
を
次
々
に
見

つ
け
て
は
大
喜
び
。
あ
ち
こ
ち
か
ら
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン
バ
ー
が
、
そ
の
場

で
皮
を
む
き
、
た
き
火
で
焼
く
と
旬
の
香
り

が
ふ
わ
～
り
。
ア
ツ
ア
ツ
の
タ
ケ
ノ
コ
に
「
お

い
し
い
！
ま
だ
次
の
焼
け
ん
が
？
」
と
催
促
の

声
が
続
出
。

　
お
墨
付
き
の
『
お
い
し
い
タ
ケ
ノ
コ
』
だ

け
に
採
り
す
ぎ
て
、
山
か
ら
降
ろ
す
の
に
苦

心
す
る
親
子
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。



お知らせ
information

    nformationi

　

相

談

　

　
イ
ベ
ン
ト

市
臨
時
職
員
募
集

野市ボランティアグループが清掃

できる人ができることを

リフレッシュサロン開催中

みんなでたのしく過ごしませんか？

旧香我美町商工会女性部マップ製作

元気なお店紹介します！

まちの話題Topics opics

　４月からリフレッシュサロンが、香南市内３カ所で

始まりました。65歳以上で『ちょっと体が弱ってきた』

『誰かに連れて行ってもらわないと家から出て行くこ

とも少なく、人と話す機会も減った』などという人を

対象に、みんなで集まってお昼を食べ、おしゃべりを

しながら手工芸や体操、買い物を楽しむサロンです。

　ボランティアのメンバーとゲームをしたり、歌を歌っ

たりと参加した高齢者は「バスで家まで迎えに来てく

れるし、楽しい」と好評でした。 

開催場所 開催日時 送　迎参加費

のいち

ふれあいセンター

毎週月・火曜日

午前10時～午後３時

 １０００円

（昼食・お茶

お菓子代他）

毎週水曜日

午前10時～午後３時

毎週水・木・金曜日

午前10時～午後３時

香我美

保健福祉センター

大峰の里

(夜須保健センター)

送 迎 を 希 望

される人は、

申し出てくだ

さい。

【リフレッシュサロン開催場所】

■申込み先：香南市福祉事務所高齢者福祉担当（　　57-8509)

または各支所まで

▲音楽に合わせての体操

押し花のれんの製作押し花のれんの製作 みんなで歌を楽しむ

    《びたみんマップ配布場所》
■市役所・各支所
■横綱市　　　　　■こだわり市
■あぐりのさと　　■岸本漁協
■商工会（赤岡） ■ヤ・シィパーク
■のいち駅

　
旧
香
我
美
町
の
商
工
会

女
性
部
が
、
昨
年
十
月
か

ら
取
り
組
ん
で
製
作
し
て

い
た
香
我
美
町
の
元
気
な

お
店
『
び
た
み
ん
マ
ッ
プ
』

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
長

平
ま
つ
り
で
配
布
さ
れ
ま

し
た
。

　
実
際
に
女
性
部
の
メ
ン
バ
ー
が
ま
ち
を
歩
い

て
お
店
や
周
辺
の
様
子
を
観
察
し
、
地
図
上
に

記
し
て
い
き
ま
し
た
。
面
白
い
の
は
女
性
部
ら

し
く
『
お
か
み
さ
ん
情
報
』
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
と
こ
ろ
。
百
田
あ
ゆ
さ
ん
（
香
我
美
町
）
の

か
わ
い
い
イ
ラ
ス
ト
も
た
く
さ
ん
入
り
、
見
る

と
元
気
が
わ
い
て
く
る
マ
ッ
プ
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

右
記
の
設
置
場
所
で
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
、一
枚
ど
う
ぞ
！

 

五
月
一
日
（
月
）
、
の
い
ち
駅
前
の

市
道
を
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
草
引
き
な
ど

清
掃
を
し
ま
し
た
。
同
グ
ル
ー
プ

は
昭
和
五
十
八
年
か
ら
『
で
き
る

人
が
で
き
る
事
を
』
と
い
ろ
い
ろ

な
社
会
奉
仕
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

清
掃
は
年
二
回
を
計
画
。

　
こ
の
日
は
大
型
連
休
の
前
日
で
、

ま
ち
を
訪
れ
る
人
に
き
れ
い
な
道

を
通
っ
て
も
ら
い
た
い
と
約
十
人

が
作
業
に
あ
た
り
、
集
め
た
草
や

ご
み
は
袋
に
し
て
六
十
袋
、
百
九

十
キ
ロ
も
あ
り
ま
し
た
。
中
に
は

空
き
缶
や
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
な

ど
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
通
行
者
の

マ
ナ
ー
の
悪
さ
に
メ
ン
バ
ー
は
「
秋

に
は
ポ
イ
捨
て
が
少
し
で
も
減
っ

て
い
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

　

募

集

　

　　
香
南
市
で
は
、
次
の
と
お
り

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種
及
び
人
数

保
健
師･

･
･
･

２
人
（
有
資
格
者
）

一
般
事
務･

･

１
人

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
内

45
分
休
憩
）

■
採
用
期
間
　
平
成
18
年
７
月

中
旬
か
ら
６
ヵ
月
（
延
長
有
り
、

た
だ
し
最
長
１
年
）

■
勤
務
場
所
　
香
南
市
役
所
健

康
対
策
課
（
赤
岡
庁
舎
）

■
賃
金
　
保
健
師
日
額
七
千
三

百
円
・
一
般
事
務･
･
･

日
額
六
千

六
百
円

■
応
募
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
（
写

真
貼
付
）
及
び
保
健
師
に
つ
い

て
は
資
格
証
の
写
し
を
提
出

■
応
募
期
間
　
５
月
22
日(

月)

か
ら
６
月
20
日(

火)

ま
で

■
履
歴
書
の
提
出
及
び
問
い
合

わ
せ
先
　
市
役
所
総
務
課
職
員

係
　
　
57-

８
５
０
０

　
香
南
市
で
は
緊
急
な
事
業
の

発
生
や
職
員
の
育
児
休
業
な
ど

に
よ
り
臨
時
的
に
職
員
を
雇
用

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
後
勤
務
を
希
望
す
る
人
を
登

録
し
、
そ
の
中
か
ら
随
時
採
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
登
録

は
本
年
度
の
み
有
効
で
す
）
登

録
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
履
歴

書
に
希
望
職
種
を
明
記
の
う
え

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
履
歴
書
の
提
出
及
び
問
い
合

わ
せ
先

▼
一
般
職
及
び
保
健
師
…
総
務

課
職
員
係
　
　
57-

８
５
０
０

▼
保
育
士
及
び
幼
稚
園
教
諭
（
パ

ー
ト
を
含
む
）
…
教
育
委
員
会

こ
ど
も
係
　
　
57-

７
５
２
２

▼
調
理
員
（
パ
ー
ト
を
含
む
）

…
教
育
委
員
会
給
食
セ
ン
タ
ー

係
　
　
57-

７
５
２
４

※
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
履
歴

書
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

　

 

香
南
市
発
足
に
伴
い
、
第
一
次

と
な
る
総
合
振
興
計
画
の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
総
合
振
興
計
画
と
は
、
計
画

的
な
行
政
運
営
を
行
う
た
め
、

将
来
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
な
ど
を
長
期

的
な
視
点
で
ま
と
め
る
計
画
で
す
。

　
審
議
会
の
委
員
は
、
市
議
会

議
員
や
公
共
的
団
体
の
人
、
行

政
関
係
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

住
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
３
名
程
度
を
次
の
と

お
り
公
募
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
募
集
人
員
　
３
名
程
度

■
審
議
会
開
催
予
定 

６
回
程
度

（
平
成
18
年
７
月
か
ら
19
年
３

月
の
間
で
１
回
２
時
間
程
度
）

■
応
募
資
格
　
香
南
市
に
住
所

が
あ
り
20
歳
以
上
の
人
で
、
平
日

の
昼
間
の
開
催
（
月
１
回
程
度
）

で
も
出
席
可
能
な
人
。（
原
則
と

し
て
、
香
南
市
の
他
の
審
議
会
な

ど
の
委
員
で
な
い
人
）

■
応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用

紙
に
応
募
動
機
と
ま
ち
づ
く
り

へ
の
提
言
と
住
所
な
ど
必
要
事

項
を
書
い
て
企
画
課
に
提
出
（
郵

送
可
）

※
応
募
用
紙
は
、
企
画
課
又
は

各
支
所
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

（
用
紙
は
、
香
南
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
）

■
応
募
締
切
り
　
６
月
26
日（
月
）

■
選
考
　
公
募
委
員
選
考
委
員

会
で
決
定
、
結
果
は
応
募
者
全

員
に
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役
所
企

画
課
企
画
統
計
係 

　
57-

８
５

０
３ 

　
防
犯
灯
新
設
要
望
を
募
集
し

ま
す
。
犯
罪
予
防
、
市
民
の
安
全
、

生
命
及
び
財
産
を
守
り
、
明
る

い
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
は
、｢

防
犯
灯
新
設
申
請

書｣

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
自

治
会
及
び
町
内
会
を
通
じ
て
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
資
格
　
各
自
治
会
及
び

町
内
会

■
締
め
切
り
　
６
月
23
日
（
金
）

■
申
請
書
配
布
・
申
込
み
・
問

い
合
わ
せ
先

市
役
所
企
画
課
地
域
振
興
係
　

　
57-

８
５
０
３
・
各
支
所
地
域

振
興
係
　
　
　
　

　■
募
集
住
宅

▼
市
営
住
宅
５
戸(

夜
須
町
１
戸
・

香
我
美
町
２
戸
・
赤
岡
町
２
戸)

▼
改
良
住
宅
２
戸(

赤
岡
町)

▼
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
単
身
者

用
３
戸
・
一
般
世
帯
用
１
戸(

夜

須
町)

▼
単
独
住
宅
６
戸(

香
我
美
町)

■
受
付
期
間
　
６
月
26
日(

月)

～
27
日(

火)

　
午
前
９
時
～
午

後
４
時
30
分

※
募
集
要
項
は
、
市
役
所
又
は
各

支
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

■
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
建
設
課(

香
我
美
庁
舎)

住
宅
係
　
　
57-

７
５
１
８

　
な
つ
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
や

童
謡
な
ど
大
正
琴
で
弾
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
活
動
日
時
　
毎
月
第
１
・
第
２
・

第
３
木
曜
日
　
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
　

■
場
所
　
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
３
階
和
室
　

■
会
費
　
月
／
二
千
円

■
講
師
　
名
倉
圭
子
　

■
問
い
合
わ
せ
先
　

大
正
琴
野
市
や
す
ら
ぎ
会

　
56-

０
２
５
１(

別
役
豊
子)

　

市
臨
時
職
員

市
臨
時
職
員
に

　
　
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

香
南
市
振
興
計
画

　
　
　
　
審
議
会
委
員

防
犯
灯
の
新
設
を
！

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

大
正
琴
会
員
募
集
♪
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相

談

　

　

年

金

　

 

　
高
知
新
聞
社
な
ど
の
主
催
に
よ

る
「
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
」
を
開
催

し
ま
す
。
一
生
に
一
度
の
こ
と
で

す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
人
は
次
の

と
こ
ろ
ま
で
申
込
み
を
し
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
資
格
　
昭
和
31
年
１
月
１
日
～

同
年
12
月
31
日
の
間
に
婚
姻
届
を

出
し
て
い
る
高
知
県
在
住
の
ご
夫

婦
（
そ
れ
以
前
の
届
け
出
で
も
初

め
て
申
し
込
む
人
は
可
能
）

※
事
情
等
に
よ
り
婚
姻
届
け
出
が

遅
れ
た
人
は
、係
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
方
法 

 

ご
夫
婦
の
戸
籍

抄
本
（
婚
姻
届
の
年
月
日
・
生
年

月
日
の
記
入
の
あ
る
も
の
、
謄
本

で
も
可
）
と
便
箋
に
ご
夫
婦
の
郵

便
番
号
、
住
所
（
ふ
り
が
な
）
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
番
号
、
結
婚
記
念
日
を

明
記
し
次
の
住
所
ま
で
郵
送
又
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
先
　
〒
七
八
○-

八
六
六

六
　(

住
所
不
要)

（
株
）
高
知
新
聞
企
業
　
事
業
部

「
金
婚
式
」
係

■
申
込
み
期
限
　
６
月
30
日
（
金
）

ま
で
（
必
着
）

■
式
典
日
時
　
9
月
１
日
（
金
）

　
午
後
２
時
開
始

■
会
場
　
南
国
市
「
グ
レ
ー
ス
浜

す
し
」
▼
旧
夜
須
町
在
住
の
ご
夫

婦
は
昨
年
ま
で
安
芸
会
場
に
出
席

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が

今
年
か
ら
南
国
会
場
に
変
更
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
高
知
市
本
町

三
ノ
二
ノ
一
五
（
株
）
高
知
新
聞

企
業
　
事
業
部
内
「
金
婚
式
」
係

　
０
８
８-

８
２
５-

４
３
２
８
　

香
南
市
福
祉
事
務
所
（
金
子
・
山

嶋
） 

　
57-

８
５
０
９

　　　

 

　
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
ユ
ー
ザ

Ⅰ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
等
を
入
力
す

る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
（
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

で
、
ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録
（
国

民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
の
納
付
・

加
入
状
況
等
）
を
い
つ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
る
「
年
金
個
人
情
報
提

供
サ
ー
ビ
ス
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

■
サ
ー
ビ
ス
ご
利
用
対
象
者

国
民
年
金
及
び
厚
生
年
金
保
険
（
船

員
保
険
を
含
む
）
の
被
保
険
者
又

は
被
保
険
者
で
あ
っ
た
人

※
老
齢
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

の
受
給
権
者
及
び
国
家
公
務
員
共

済
組
合
・
地
方
公
務
員
等
共
済
組

合
・
私
立
学
校
教
職
員
共
済
に
加

入
の
人
は
本
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
外

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
申
込
み
方
法
　
社
会
保
険
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
閲
覧
に
必
要

な
ユ
ー
ザ
Ⅰ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の

発
行
を
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

《
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓

年
金
加
入
記
録
照
会
・
年
金
見
込

額
試
算
↓
年
金
個
人
情
報
提
供
サ

ー
ビ
ス
↓
ご
利
用
登
録
》

お
申
込
み
時
に
入
力
さ
れ
た
情
報

と
社
会
保
険
庁
が
基
礎
年
金
番
号

で
管
理
す
る
記
録
を
突
き
合
わ
し
、

本
人
確
認
が
で
き
た
場
合
の
み
ユ

ー
ザ
Ⅰ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
ご
自

宅
に
送
付
し
ま
す
。

※
お
申
込
み
か
ら
ユ
ー
ザ
Ⅰ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行
ま
で
２
週
間

程
度
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
本
人

確
認
が
で
き
ず
ユ
ー
ザ
Ⅰ
Ｄ
・
パ

ス
ワ
ー
ド
の
発
行
が
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
記
録
の
閲
覧

社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
た
ユ

ー
ザ
Ⅰ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
と
、
お

申
込
み
時
に
登
録
し
た
「
お
客
様

設
定
パ
ス
ワ
ー
ド
」
を
入
力
す
る

こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録
を
い

つ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
し
く
は
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
i
a
.
g
o
.
j
p

■
受
付
時
間
の
延
長
　

▼
６
月
12
日
（
月
）
↓
午
後
７
時
ま

で
（
県
下
四
つ
の
社
会
保
険
事
務

所
）

▼
毎
週
月
曜
日
↓
午
後
７
時
ま
で

（
高
知
東
社
会
保
険
事
務
所
）

■
第
２
土
曜
日
は
年
金
相
談
日

▼
６
月
10
日
（
土
）
↓
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
（
県
下
四
つ

の
社
会
保
険
事
務
所
）

　
通
常
よ
り
混
雑
も
少
な
い
で
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
南
国
社
会
保

険
事
務
所
　
　
０
８
８-

８
６
４-

１
１
１
１

　
　
社
会
福
祉
法
人
土
佐
あ
け
ぼ

の
会
で
は
悩
み
や
心
配
事
の
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
平
成
18
年
９
月
29
日（
金
）

ま
で
の
月
・
金
曜
日
の
み
（
週
２
日
）

■
相
談
電
話
　
　
０
８
０-

６
３
９

５-

１
９
０
２
　

■
対
象
　
香
南
市
、
香
美
市
に
お
住

ま
い
の
精
神
障
害
の
あ
る
人
と
そ

の
家
族

■
相
談
担
当
者
　
住
友
芳
美
（
精
神

保
健
福
祉
士
）

■
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
福
祉
法

人
土
佐
あ
け
ぼ
の
会
事
務
局（
野
村
）

　
56-

４
５
３
０

第
49
回
金
婚
夫
婦

　
祝
福
式
典
に
つ
い
て

第
27
回
青
少
年
国
際

       

　
交
流
キ
ャ
ン
プ

休
日
・
時
間
外
年
金
相
談

精
神
障
害
の
あ
る
方
の

　
電
話
相
談 ｢

あ
け
ぼ
の｣

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録
を

　
　
　
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　

 
 
 　■

応
募
資
格
　
保
護
者
等
が
自

動
車
事
故
や
踏
切
事
故
な
ど
、
道

路
に
お
け
る
交
通
事
故
で
死
亡

し
た
り
、
重
い
後
遺
障
害
の
た
め

に
働
け
ず
、
経
済
的
に
修
学
が
困

難
な
学
生
、
生
徒
で
あ
る
こ
と
。

 

詳
し
く
は
、
財
団
法
人
　
交
通

遺
児
育
英
会
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
交
通
遺
児

育
英
会 

 

０
１
２
０-

５
２
１
２

８
６(

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル)

・
受
付

時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

30
分
（
土
、
日
、
祝
祭
日
、
本
会
の

休
業
日
を
除
く
）

　
　

　

 

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
る
高
齢
者

の
多
く
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
組

織
に
未
加
入
で
、
交
通
安
全
の
話

を
聞
く
機
会
の
少
な
い
人
で
す
。

香
南
警
察
署
で
は
、
出
前
式
の
交

通
安
全
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
日
頃
、
交
通
安
全
の
話
を
聞
く

機
会
の
少
な
い
高
齢
者
の
人
は
、

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
遭
わ

な
い
た
め
に
、
是
非
、
受
講
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
ミ
ニ
デ
イ
や
各
種
会
合
な
ど

で
の
交
通
安
全
教
室
開
催
地
区

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
少
人
数

で
も
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

香
南
警
察
署
　
交
通
課
　

高
齢
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
谷
間)

 

55-

０
１
１
０

 

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
た
だ
今
、
平
成
18
年
10
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
致
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
学
生
の
種
類
　
教
養
学
部
・

大
学
院

■
受
付
期
間
　
６
月
15
日(

木)

～
８
月
15
日(

火)

■
資
料
請
求(

無
料)

・
お
問
い
合

わ
せ
先
　
放
送
大
学
高
知
学
習

セ
ン
タ
ー
高
知
市
曙
町
二
ノ
五

ノ
一
　
　
０
８
８-

８
４
３-

４

８
６
４

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
体
力
年
齢

　

 

体
力
テ
ス
ト
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
体
力
に
自
信
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
。
テ
ス
ト
終
了
後
は
、

詳
し
く
分
析
さ
れ
た
体
力
診
断
表
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
用
紙

を
お
渡
し
し
ま
す
。

■
対
象
　
18
歳
以
上
で
、
体
力
テ

ス
ト
を
実
施
可
能
な
人

■
内
容
　
形
態
測
定
、
心
肺
機
能

測
定
、
体
力
テ
ス
ト(

自
転
車
エ

ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
持
久
力

テ
ス
ト
、
握
力
、
反
復
横
と
び
、
垂

直
と
び
、
立
位
体
前
屈
、
片
足
閉

眼
立
ち
、
上
体
お
こ
し)

■
期
日
　
各
月
１
回
　

■
定
員 

各
回
６
名
程
度
　

■
場
所
　
高
知
県
立
青
少
年
セ

ン
タ
ー(

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室)
　

■
参
加
料
　
無
料
　
■
問
い
合

わ
せ
先
　
高
知
県
立
青
少
年
セ

ン
タ
ー
　 

 

56-

０
６
２
１ 

 
 
 
 
 

 
 
 

　　
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
や
一
人
で
で
き

る
プ
チ
筋
ト
レ
。
そ
の
ほ
か
い
ろ

い
ろ
な
ス
ト
レ
ッ
チ
を
楽
し
く

行
い
ま
す
。

■
対
象
　
18
歳
以
上
で
、
青
少
年

セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
登
録
証
（
無
料
で
取
れ
ま
す
）

を
持
っ
て
い
る
人

■
期
日
　
各
月
８
回
　

■
定
員
　
各
回
15
名
程
度

■
場
所
　
高
知
県
立
青
少
年
セ

ン
タ
ー
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
）

■
参
加
料
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

使
用
料
（
１
回
に
つ
き
、
25
歳
以

上
は
二
百
二
十
円
、
25
歳
未
満
は

百
十
円
）
　
■
問
い
合
わ
せ
先
　

高
知
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
56-

０
６
２
１

■
対
象
　
中
学
生
以
上
で
健
康

な
女
性
　

■
募
集
人
員
　
60
人

■
申
込
み
方
法
　
高
知
駐
屯
地(

司

令
職
務
班)

申
込
み
用
紙
で

■
参
加
費
　
五
千
円(

食
事
代
・

保
険
代
込
み)

、
上
着
の
み
各
自

で
購
入
、
ズ
ボ
ン
は
お
貸
し
し

ま
す
。
　

■
受
付
期
間
　
６
月
１
日(

木)

～
７
月
10
日(

月)

午
前
８
時
～

午
後
５
時
　

■
練
習
期
間
　
７
月
18
日(

火)

～
８
月
９
日(

水)

午
後
５
時
30

分
～
午
後
８
時

■
問
い
合
わ
せ
先
　
香
我
美
町

岸
本
四
六
九
ノ
一
　
陸
上
自
衛

隊
高
知
駐
屯
地
（
司
令
職
務
班
）

森
ま
で
　
　
55
ー
３
１
７
１

  

全
国
の
青
少
年
と
在
日
外
国
人

青
少
年
と
一
緒
に
キ
ャ
ン
プ
や

富
士
登
山
を
し
ま
せ
ん
か
？

■
対
象
　
小
学
４
年
生
～
中
学

３
年
生
ま
で
　
■
期
間
　
８
月

２
日(

水)

～
６
日(

日)

　
■
場

所
　
山
梨
県
山
中
湖
村
営
キ
ャ

ン
プ
場
　
■
定
員
　
日
本
人
140
人
・

人
・
外
国
人
40
人
　

■
申
込
み
締
切
り
　
７
月
７
日（
金
）

■
費
用
　
出
発
地
に
よ
り
異
な

る
　
■
問
い
合
わ
せ
先
　
国
際

青
年
研
修
協
会
　 

０
３-

３
３

５
９-

８
４
２
１

交
通
遺
児
育
英
会
奨
学
生

高
齢
者
交
通
安
全
教
室

　
　
　
　
開
催
地
区
募
集

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

チ
ャ
レ
ン
ジ
体
力
年
齢

わ
い
わ
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

２
０
０
６
自
衛
隊

よ
さ
こ
い「
踊
り
子
」大
募
集

不
法
電
波
は
、犯
罪
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
　
　

　
　
　
　
　
６
月
１
日
～
10
日

　
電
波
の
正
し
い
利
用
が
、
私

た
ち
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

電
波
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し

く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
総
務
省
四
国
総
合
通
信
局

 
 

　
０
８
９-

９
３
６-

５
０
５

電
波
利
用
保
護
旬
間
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広報こうなん 2006.6（15)

  informatio n

広報こうなん 2006.6 (14)

  informatio

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
テ
ニ
ス
大
会

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

　

環

境

　

　
イ
ベ
ン
ト

物
部
川
河
川
一
斉
清
掃

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

差
別
を
な
く
す
る
強
調
旬
間

　 

香
南
市
記
念
講
演
会

第
６
回
母
親
大
会
in
野
市

発
見
！
こ
う
ち

ス
タ
ン
プ
・
ラ
リ
ー

狂犬病予防接種

■問い合わせ先　市役所環境対策課　 57-８５０８

　
平
成
21
年
度
よ
り
始
ま
る
、
市

民
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
、
裁

判
員
制
度
に
つ
い
て
学
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
6
月
20
日
（
火
）
午
前

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所
　
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
　
２
階
サ
ン
ホ
ー
ル

■
受
講
料
　
無
料
　

■
講
師 

高
知
地
方
裁
判
所

所
長
　
豊
永
多
門
　

■
問
い
合
わ
せ
先
　
野
市
中
央

公
民
館
　
　
56-

１
０
５
６

  

   

   

自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域

を
清
潔
で
美
し
く
す
る
た
め
に
、

市
内
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ま
多
数
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
日
　
６
月
11
日
（
日
）

午
前
７
時
～
（
地
域
に
よ
っ
て

始
ま
り
の
時
間
が
異
な
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
）

※
小
雨
決
行
（
雨
天
で
作
業
が

困
難
な
場
合
は
、
６
月
18
日
（
日
）

に
延
期
し
ま
す
）

■
場
所
　
清
掃
は
地
域
の
道
路

や
広
場
・
河
川
な
ど
で
、
カ
ン

や
ビ
ン
・
ご
み
の
回
収
を
主
に
、

各
地
域
の
状
況
に
あ
っ
た
活
動

を
お
願
い
し
ま
す
。
（
ご
み
集

積
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺
の
清
掃

も
お
願
い
し
ま
す
）

■
注
　
意

　
水
路
等
の
土
砂
・
公
園
等
の
草

や
剪
定
枝
・
一
般
家
庭
ご
み
は
、

回
収
し
ま
せ
ん
の
で
、
絶
対
に

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

赤
　
岡
支
所
　
地
域
支
援
係
　 

 

　      

　
　
55-

３
１
１
１

香
我
美
支
所
　
地
域
支
援
係
　

　
　
　
　  

　
55-

２
１
１
１

夜
　
須
支
所
　
地
域
支
援
係
　

　
　
　
　
　  

55-

３
１
４
１

吉
　
川
支
所
　
地
域
支
援
係
　

　          

55-

３
１
２
１

本
　
　  

所
　
環
境
対
策
課

        

　
　
57-

８
５
０
８

 

７
月
は
河
川
愛
護
月
間
で
す
。

物
部
川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の

清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
す
の
で
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
日
　
７
月
９
日
（
日
）
午

前
７
時
～
※
小
雨
決
行

　
※
予
備
日
：
７
月
23
日
（
日
）

■
集
合
場
所
　

◎
野
市
町
深
渕
サ
ッ
カ
ー
場
前
駐

車
場

◎
吉
川
町
桜
づ
つ
み
公
園

■
そ
の
他

ご
み
袋
・
軍
手
等
は
用
意
し
て
お

り
ま
す
。
参
加
者
に
は
、
清
掃
終

了
後
、
記
念
品
を
お
渡
し
い
た
し

ま
す
。
多
数
の
お
子
さ
ま
の
参
加

も
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役
所
建
設

課
　
　
57
ー
７
５
１
８

 

　　

■日時　６月20日（火）

　　　　　　開場午後６時30分・開演午後７時

■場所　夜須中央公民館マリンホール

【全席指定】前売券3,500円・当日券4,000円

■チケット販売所
　夜須中央公民館・香我美市民館・野市ふれあいｾﾝﾀｰ等

■問い合わせ先　　　 54-２１２１　

■
演
題
　｢

し
あ
わ
せ
を
あ
き
ら

め
な
い｣ 

■
講
師
　
な
べ
お
さ

み 

■
そ
の
他
の
演
目
　
人
権
作

文
発
表
・
香
南
市
吉
川
町
の
伝

承
太
鼓
、
獅
子
舞

■
日
時
　
７
月
13
日
（
木
）
　
午

後
７
時
～
（
受
付
：
午
後
６
時
～
）

■
場
所
　
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー 

■
入
場
料
　
無
料
（
整

理
券
は
人
権
課
・
各
支
所
・
公

民
館
・
図
書
館
で
６
月
５
日
よ

り
配
布
し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役
所
人

権
課
　
　
57-

８
５
０
７

■
演
題
「
子
育
て
は
親
育
ち
」

■
講
師
　
矢
野
　
修
（
高
知
大

非
常
勤
講
師)

■
日
時
　
６
月
18
日(

日)

　
開
会
　
午
後
12
時
50
分

　
開
演
　
午
後
１
時

■
場
所 

県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

■
主
催
　
野
市
町
母
親
運
動
連

絡
会
　
■
後
援
　
市
役
所
教
育

委
員
会 

■
問
い
合
わ
せ
先
　
代

表
（
西
本
）
　
　
56-

３
８
５
４

　
育
児
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
、

集
ま
っ
て
ヨ
ガ
を
行
っ
た
り
、
子

育
て
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り

し
て
過
ご
す
サ
ー
ク
ル
で
す
。

■
日
時
　
６
月
15
日(

木)

　
午

前
10
時
～
　
■
場
所
　
の
い
ち

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階
和
室

■
参
加
費
　
百
円(

会
員
に
な
ら

れ
る
方
は
、
年
会
費
　
千
円)

■
内
容
　
ヨ
ガ
、
親
子
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
学

習
会
　
■
問
い
合
わ
せ
先
　
子

育
て
サ
ー
ク
ル
あ
い
ま
っ
ぷ
　

　
56
ー
４
３
８
３
（
橋
詰
）

　　
高
知
中
央
広
域
圏
内
の
施
設

に
あ
る
ス
タ
ン
プ
を
５
つ
以
上

集
め
て
応
募
す
る
と
抽
選
で
旅

行
券
な
ど
、
す
て
き
な
商
品
が
当

た
り
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

■
応
募
方
法
　
高
知
中
央
広
域

圏
内
の
23
カ
所
ス
タ
ン
プ
設
置

施
設
を
訪
ね
て
応
募
用
紙
に
５

カ
所
以
上
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
、

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
80

円
切
手
を
貼
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
応
募
用
紙
は
ス
タ
ン
プ
設

置
施
設
や
高
知
市
・
南
国
市
・
香

南
市
・
香
美
市
の
窓
口
に
置
い
て

い
ま
す
。
　

■
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所(

香
南
市)

　
絵
金
蔵
・
味
の
駅「
こ
だ
わ
り
市
」・

の
い
ち
動
物
公
園
・
の
い
ち
駅
・

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
道

の
駅
や
す
・
天
然
色
市
場

■
応
募
期
間
　
平
成
18
年
６
月

１
日(

木)

～
11
月
15
日(

水)

　

■
問
い
合
わ
せ
先
　
高
知
中
央

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
　

　
０
８
８-

８
２
２-

５
４
６
５

　

    

 
 　

　

　犬は、生涯一度の登録と、毎年１回の狂犬病予

防注射が義務づけられています。それぞれの地区

で予防接種を受けましょう。

※排出量、水温、水素イオン濃度は、第１～第４週の

　水曜日に検査した数値です。

※目標値とは、公害防止協定書による目標値です。

※目標値（　）内は、国の基準です。

※この水質検査は毎月行われています。結果について

　は紙面の都合上３カ月に一度掲載致します。

排水・排気結果（平成18年４月分）

市と㈱ﾙﾈｻｽﾃｸﾉﾛｼﾞとの間で締結している公害防止協定

書による、工場の排水と排気の検査結果を報告します。

工
　 

場
　 

排
　 

水

項　　目 単位 目標値 測　定　値

排 出 量

水 温

水 素 イ オ ン

生物化学的酸素

要求量( B O D )

浮遊物質量(SS)

ノルマルヘキサン

抽出物質含有量

銅 含 有 量

弗 素 含 有 量

シアン化合物

鉛及びその化合物

ヒ素及びその化合物

ク ロ ム 含 有 量

硫 黄 酸 化 物

煤 塵

窒 素 酸 化 物

ア ン モ ニ ア

ｍ
３
/D

℃

PH

ｍｇ/ｌ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

－　 

－　 

5.8～8.6

20以下 

25以下 

5以下 

1以下 

8以下 

(1以下)

0.1以下

(0.１以下）

（２以下）

2.6 

2.4

0.5   未満 

0.005未満 

2.4

0.01  未満

0.005未満

0.005未満

0.04  未満

2,642

25.0

6.8

2,537

26.0

6.9

2,815

25.6

7.0

2,378

25.1

6.9

排
　
　
気

Ｋ値

g/Ｎm
３

ＰＰm

〃

３以下

0.15以下

130以下

１以下

０．0 5 7

０．0 0 1未満

6 9

０．0 0 5未満

※料金は、予防接種料3,000円・登録料3,000円（登録済の    

方は不要）おつりのいらないように、ご用意ください。�犬

のフンを始末できるよう袋等をご用意ください。

子
育
て
学
習
会

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
、

近
年
の
住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者

数
の
増
加
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、

一
般
住
宅
に
義
務
化
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

新
築
住
宅
…
平
成
18
年
６
月
１
日

既
存
住
宅
…
平
成
23
年
６
月
１
日

か
ら
義
務
と
な
り
ま
す
。

　
種
類
は
、
煙
式
と
熱
式
が
あ
り

ま
す
。

煙
式
…
各
居
室
や
階
段
と
い
っ
た

煙
の
通
り
道
に
取
り
付
け
ま
す
。

熱
式
…
お
も
に
キ
ッ
チ
ン
に
取
り

付
け
ま
す
。

　
取
り
付
け
る
場
所
は
、
原
則
と
し

て
寝
室
と
、
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段

に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

★
悪
質
な
訪
問
販
売
、
不
適
正
な

価
格
、
無
理
強
い
販
売
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
消
防
署
が
販
売
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
火
災
警

報
器
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の

対
象
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

香
南
市
消
防
本
部
予
防
課

　
55
ー
４
１
４
１

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て

裁
判
員
制
度
学
習
会

市
内
一
斉
清
掃

場　　所 時  間

16日(金)
夜須町

27日(火)
野市町

28日(水)
香我美町

添地北部会館前

大峰の里保健ｾﾝﾀｰ

野市ふれあいｾﾝﾀｰ

佐古ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

富家公民館

みどり野中央公園

東部老人憩いの家

岸本公民館

徳王子公民館

山南公民館

山北公民館

西川公民館

東川公民館

 9:30～ 9:50

10:00～11:30

 9:00～10:30

10:45～11:15

13:30～14:00

14:15～14:45

15:00～15:30

 9:00～ 9:10

 9:25～ 9:40

 9:55～10:10

10:25～10:40

10:55～11:05

11:20～11:25

６月

人口 /34,200 人　世帯 /13,493 戸

（男 /16,408 人　女 /17,792 人）

出生 /  12 人　死亡 /  41 人

転入 /187 人　転出 /137 人

対前月比 /21 人増 (18.4.30 現在 )

市
の
う
ご
き
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保
健
・
介
護
・
福
祉
と
い
う
三
分
野
の
専

門
職
が
連
携
し
、
地
域
の
医
療
機
関
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
と
協
力
し
な
が
ら
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の

様
々
な
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
「
で
き
る

だ
け
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
」
「
悪
化
し
な

い
」
を
目
標
に
、
い
つ
ま
で
も
「
自
分
ら
し
い

生
活
」
を
送
れ
る
よ
う
に
介
護
予
防
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
に

は
四
つ
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。
今
回
か
ら

四
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
セ
ン
タ
ー
の
役
割

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

介護保険の申請

要介護認定の決定・通知

要介護１～５の方 要支援１・２の方 非該当の方

　要支援１・２と認定された人は､介護保険の介護予防サービスを利用することになります。非該

当と認定された人は､市が行う地域支援事業の介護予防事業を利用することになります。どちら

のサービスも地域包括支援センターが中心となって介護予防サービス計画を作成するなど､住み

なれた地域で自立した生活をいつまでも続けていけるようサポートしていきます。

※介護予防サービス計画の作成は全額が保険給付となり､利用者負担はありません。

■問い合わせ先　香南市保険医療課　地域包括支援センター係　　57－８５１１

居宅介護支援事業者または介
護保険施設で介護サービス計
画を作成します。

■保健師等が本人・家族
との話し合いにより、利
用者の心身の状況や環境、
生活歴などを把握し「ど
んな生活を送りたいか」
を相談しながら目標を設
定します。

■目標に近づくように介
護サービスを選び、介護
予防サービス計画を、利
用者・家族とサービス担
当者を含めて検討します。

目標を達成するためのサ
ービスの種類や回数を決
定します。

■保健師等が基本健康診
査の結果やチェックリス
ト等を用いて利用者の心
身の状態等を把握します。

■サービス担当者と話し
合い、複数のサービスを
利用するなど必要な場合
にのみ実施します。

目標を設定して利用する
サービスを決定します。

介護サービス計画の作成

自分らしい、自立した生
活を送ることを目標として、
介護サービスが利用でき
ます。在宅でサービスを
受けたい方は居宅サービス、
施設に入所したい方は施
設サービスを介護サービ
ス計画にもとづいて利用
できます。

介護保険の
介護サービスを利用

日常生活の一部に介護
が必要ですが、介護予防
サービスを適切に利用
すれば、心身の機能の維持・
改善の可能性が高い方
が対象です。要支援１・
２の方についてはより「目
標志向型」の介護予防サ
ービスへ再編されます。

新予防給付の
介護予防サービスを利用

介護保険の対象にはならないが、
生活機能の低下している方や
将来的に要支援、要介護状態に
なる可能性が高い方は、市の介
護予防事業が利用できます。
◆運動器の機能向上・転倒骨折予
　防教室など
◆低栄養予防教室など
◆口腔機能向上教室など

地域支援事業の
　介護予防事業を利用　

介護予防サービス計画の作成 介護予防支援計画の作成

高
齢
の
皆
さ
ん
の
現
在
の
状
況
に
合
わ
せ
た
介
護
予
防
の
支
援
を
し
ま
す
。

①自立した生活ができるように支援します
　　　　（介護予防ケアマネジメント事業）
　介護保険で要支援１・２と認定された人（香南市で
は平成18年７月開始）は、介護保険の介護予防サービ
スを利用できます。
　また、支援や介護が必要となるおそれの高い人や自
立した生活をしている人などは、市が行う介護予防事

業（地域支援事業）を利用できます。

②なんでもご相談ください
　　　　　　　　　　（総合相談・支援事業）
 高齢者の皆さんやその家族、近隣に暮らす人の介護
に関する悩みや問題に対応します。
　介護に関する相談や心配ごと、悩み以外にも、健康
や福祉、医療や生活に関することなど、なんでもご相

談ください。

③皆さんの権利を守ります
　　　　　（権利擁護、虐待防止・早期発見）
　高齢者の皆さんが安心していきいきと暮らすため
に、さまざまな権利を守ります。成年後見制度の紹介
や、虐待を早期に発見したり、消費者被害などに対応

します。

④さまざまな方面から皆さんを支えます
　　（包括的・継続的ケアマネジメント事業）
　高齢者の皆さんが適切な介護サービスを継続して
利用できるように、地域のケアマネジャーの指導や支
援を行うほか、皆さんにとってより暮らしやすい地域
にするため、さまざまな機関とのネットワークづくり

に力を入れます。

保険医療課からのお知らせ

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　児童手当の支給対象年齢が、小学校３年生まで

から、小学校６年生までに拡大され、併せて、所得

制限が引き上げられました。

　新たに児童手当を受けられる児童の保護者の皆

さまは、認定請求の手続きが必要となります（公務

員の方は勤務先で手続きをしてください）。

　改正に伴う新規請求は、平成18年９月30日までに

受け付けたものに限り、特例的に４月１日（または

支給請求日に該当した日）にさかのぼって支給され

ます。

児童手当の新規請求は９月30日までに！

手当て支給が６年生までに拡大されます手当て支給が６年生までに拡大されます

シ
リ
ー
ズ

手続きの方法

申請に必要なもの

◆現在小学４年生の児童

Ｑ,３年生まで児童手当を受けていましたか？

　Ａ,「は　い」…手続きの必要はありません

　Ａ,「いいえ」…『新規申請』をしてください

◆現在小学５年生、６年生の児童

Ｑ,下のお子さまが児童手当を受けていますか？

　Ａ,「は　い」…『額改定申請』をしてください

　Ａ,「いいえ」…『新規申請』をしてください

◆所得制限により受給していなかった児童

※所得制限の引き上げにより受給できる場合が

あります。

・健康保険証（請求者が厚生年金等加入者の場合）

・請求者の認印

・請求者名義の預金通帳（郵便局以外）

・児童手当用所得証明書

　（１月１日に香南市に住所がなかった場合）

児童手当支給日は６月12日（２～５月分）

平成18年度の現況届提出期限は６月30日

■問い合わせ先　香南市保険医療課　児童手当係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57－８５１０

　遅れますと６月分以降の手当の支給を受けること

ができなくなります。

今
回
は 

①
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業 

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

児童手当が変わります！児童手当が変わります！

※個別支払い通知は今年度から出しませんので、

各自通帳入金をご確認ください。

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、

「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
て
い
く
た
め
の
拠
点
」
と
な
る

機
関
で
す
。

【地域包括支援センターの役割】

新しい
介護予防の
サービスじゃと

■ケアマネージャーが本人・家
族と面接等を行い、心身の状況、
生活歴などを把握して必要な
サービスの調整を行います。

■サービス担当者との話し合
いは、介護サービスの利用状
況確認などを必要
時 に 実 施
します。

要介護１～５も要支援１・２の方も利用できるサービスはほ
ぼ同じです
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香
南
市
役
所 

各
課
紹
介
②                       

　               

本
庁
・
一
階

チンパンジー展示場リニューアル！の巻

　保険医療課は市民の皆さまの保険や医療などに

関する事務を担当しています。

 保険・年金・医療係は、国民健康保

険、老人保健医療、国民年金、児童手当、

福祉医療。介護保険係は、介護保険全

般に関すること。地域包括支援セン

ターは、高齢者の介護予防ケアマネ

ジメント（サービス利用者に必要な

保健医療福祉サービスとの連携や調

整など）、総合相談、地域のケアマネージャーへの支援などを担当します。

課員一同、市民の皆さまと身近なお付き合いができるようがんばります。

私たちがスタッフです。よろしくお願いします！

　
婚
姻
、
出
生
、
死
亡
届
な
ど
戸
籍
に
関
す
る

大
事
な
届
け
出
、
転
入
、
転
出
、
転
居
な
ど
の

住
民
異
動
届
、
印
鑑
登
録
、
外
国
人
登
録
、
ま

た
住
民
票
や
印
鑑
証
明
、
戸
籍
謄
・
抄
本
等
の

各
種
証
明
発
行
等
を
し
て
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
個
人
情
報
を
取
り
扱
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
保
護
に
は
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
い
ま
す
。
窓
口
で
は
本
人
確
認
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
、
本
人
の
委
任
状
が
な

い
と
申
請
物
が
取
得
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
電
子
申
請
や
電
子
ロ
ッ
カ
ー
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
時
間
を
気
に
せ
ず
申
請
し
交
付

物
を
受
け
取
る
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

 

香
南
市
は
分
庁
方
式
の
た
め
、
各
支
所
に
あ

る
建
設
課
や
農
林
課
、
健
康
対
策
課
、
商
工
水

産
課
、
教
育
委
員
会
、
農
業
委
員
会
等
へ
の
申

請
書
な
ど
の
預
か
り
業
務
も
し
て
い
ま
す
。

　市民課は、日々窓口に訪れるお客様と接し、住民の方に一番身近な行政の窓口です。笑顔・親

切・スピーディーをモットーに、皆様に気持ちよくご利用いただきたいと心がけています。
57-8506

市民課

　図書館で働いていてよく思う事は、本の力ってなまら（とても・
すごくという意味の北海道の方言、気に入っています）大切な
ものだということです。これからも、皆さんの生活を豊かにす
る、そして来るのが楽しくなるような図書館づくりに励んでい
きたいと思っています。よろしくお願いします！

新
刊

   

案
内

野　市 香我美６月おはなし会 絵本読み聞かせ…10日（土）・24日（土）

おはなしの会…７日（水）・21日（水）

なんじゃもんじゃ…10日（土）・24日（土）

プチなんじゃもんじゃ…14日（水）

野市図書館より　　56-3434

●休館日  6月/5・8・12・19・26（香我美図書館も同じ)

＊図書館からのお知らせ＊
　3月からの合併にともない、貸出冊数が町内・町外を問わず1人５冊なってい
ます。
　4月から県立図書館との『相互貸借制度』がさらに充実し、ご利用しやすくな
っています。

《大人向け》　
◆異国の迷路　　板東眞砂子/著
◆ぬけがら　　        佃　典彦/著
◆町長選挙          奥田英朗/著
◆パズル・パレス 上・下 
　　　　　　　    　ダン・ブラウン/著
◆栗原はるみ〈はみちゃん〉　
　　　　　　　　       栗原はるみ/著
◆食品の裏側　　    安部　司/著

■利用時間　午前８時30分～午後５時

■休室日　　 祝日・年始年末

■本を借りるとき

　ブックカードに記入して受付カウンターへ

　（身分証明証の提示は必要ありません）

■本を返すとき　

　利用時間以外は本返却ポストへ返してください。

■連絡先　　　５４-２１２１

57-8510

保険医療課

保険・年金・医療係保険・年金・医療係

介護保険係・地域包括支援ｾﾝﾀｰ係介護保険係・地域包括支援ｾﾝﾀｰ係

図書館からひとこと＊＊＊＊＊＊＊
・ ・ ・

《子供向け》

◆すぐに役立つ救急手当１・２・３ 
　　　　　　　　　　             浅利利夫/著
◆５分で落語のよみきかせ
　 とんだ珍騒動の巻   小定田定雄/著
◆きかんぼちいちゃいいもうと
                   ドロシー・エドワーズ/さく
◆さかさのこもりくん　
    　　      あきやまただし/著
◆ふわふわくもパン   
               ペクヒナ/文と絵
…このほかにもたくさん入っ
てます。

おいでよ!まちの図書館へ

夜須中央公民館図書室夜須中央公民館図書室

　
夜
須
の
公
民
館
内
に
図
書
室

が
あ
る
の
は
ご
存
じ
で
す
か
？

開
室
日
が
多
い
の
で
と
て
も
便

利
で
す
。

蔵書：約11,000冊

●合併にともない、貸出冊
数が市内を問わず1人５冊
までとなりました。
●4月から県立図書館との
『相互貸借制度』がさらに
充実し、ご利用しやすくな
っています。

おしらせ

 56-3500のいち動物公園

チンパンジー展示場リニューアル！の巻

薫
風
を
受
け
て
新
緑
見
つ
め
つ
つ
明
日
の
予
定
を
考
え
て
み
る
　
　
　

　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

池
上
美
恵

長
身
の
彼
女
の
髪
が
わ
れ
の
目
の
高
さ
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
く
だ
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

窪
田
す
ず
子

久
々
に
訪
る
る
母
の
故
里
は
老
鶯
の
声
の
み
し
て
さ
び
し
　
　
　
　
　

　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
口
　
道

少
し
だ
け
部
屋
か
た
づ
け
て
風
通
せ
ば
頬
を
撫
で
ゆ
く
緑
の
て
の
ひ
ら

　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
窪
美
津
子

つ
つ
じ
咲
く
背
山
も
見
え
ず
黄
砂
降
る
春
の
愁
ひ
は
他
国
よ
り
来
て
　

　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
村
　
静

人
の
気
の
な
き
を
確
か
め
歌
う
た
う
雨
滴
の
光
総
身
に
受
け
て
　
　
　

　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
松
宏
子

見
知
ら
ぬ
も
励
ま
し
あ
い
て
弥
谷
寺
雨
の
石
段
下
り
も
長
し
　
　
　
　

　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
谷
も
と
江

老
化
と
は
栓
無
き
も
の
よ
こ
れ
か
ら
は
歳
相
応
な
れ
ば
良
き
と
思
い
て

　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
根
純
子

黍
種
も
菜
豆
の
種
も
ア
メ
リ
カ
産
自
由
化
の
波
こ
こ
ま
で
寄
せ
る
　
　

　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
松
　
亮

若
葉
は
や
青
葉
と
見
ゆ
る
木
々
の
間
に
も
っ
こ
も
こ
も
こ
椎
の
花
群
　

　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

池
知
つ
た
え

『おおきくなーれ』コーナーへの
　　　　　　　　　　　応募をお待ちしています

！！

　
　
　
野
市
短
歌
会

　
こ
の
遊
具
は
、
上
下
に
仕
切
ら
れ
た

大
き
な
円
筒
形
の
ア
ク
リ
ル
の
側
面
に

小
さ
な
穴
が
空
い
て
い
ま
す
。
チ
ン
パ
ン

ジ
ー
た
ち
は
、
そ
こ
か
ら
棒
を
差
し
込

ん
で
食
べ
物
を
操
作
し
、
外
へ
と
通
じ

る
ト
ン
ネ
ル
に
落
下
さ
せ
る
と
、
そ
れ

が
得
ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
前
か
ら
の
構
想
が
実
現
し
て
嬉
し

い
反
面
、
「
は
た
し
て
、
チ
ン
パ
ン
ジ

ー
た
ち
は
う
ま
く
使
っ
て
く
れ
る
だ
ろ

う
か
？
」
と
い
う
不
安
が
あ
っ
た
の
も

事
実
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
ん
な
心
配

は
無
用
で
し
た
。
初
め
て
目
に
し
て
間

も
な
く
は
警
戒
し
て
い
た
も
の
の
、
チ

ェ
リ
ー
（
28
歳
・
メ
ス
）
が
す
ぐ
に
使

い
方
を
マ
ス
タ
ー
し
て
、
食
べ
物
を
ゲ

ッ
ト
し
ま
し
た
。
今
で
は
６
頭
中
５
頭

ま
で
が
棒
を
道
具
と
し
て
使
い
こ
な
す
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
棒
の
使
い
方
に
も
個

性
が
表
れ
て
い
ま
す
。
全
体
的
な
傾
向

と
し
て
は
、
メ
ス
は
器
用
で
粘
り
強
く
、

オ
ス
は
雑
で
飽
き
っ
ぽ
い
よ
う
で
す
。

　
人
間
側
に
も
側
面
に
穴
が
空
い
て
い
ま

す
の
で
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
同
様
に
棒
を

操
作
す
る
こ
と
が
体
験
で
き
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
き
っ
と
、
来
園
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
知
恵
と

器
用
さ
を
実
感
で
き
る
こ
の
遊
具
は
、

平
日
は
13
時
40
分
か
ら
、
土
日
、
祝
日

は
10
時
40
分
か
ら
と
13
時
40
分
か
ら
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

           

　
　 

飼
育
員
・
福
守
朗

 この春、チンパンジー展示場の改修が終わり
ました。いくつか新たな工夫が盛り込まれた
中で、最も来園者の人気を集めているのは、
チンパンジーたちが棒を道具として使い、食
べ物を得る遊具、「ヤムヤム・キャッチャー」
です。
  「ｙｕｍ」は英語の幼児語で「おいしい」

の意で、公募により決定しました　 

おおきくな

ーれ

みてみて
！
う

ち
の
子

文
芸
文
芸

県立のいち動物公園発
 動物のおはなし

 動物のおはなし
②

　■総務課秘書広報係　　56-0511

い
や
だ
に

と
し



■周辺は農耕地で道幅も狭いので農作業の

　邪魔にならないように駐車してください

■
周
辺
は
農
耕
地
で
道
幅
も

狭
い
の
で
農
作
業
の
邪
魔
に

な
ら
な
い
よ
う
に
駐
車
し
て

く
だ
さ
い

広報こうなん 2006.6 (20)

③③
升、升やったら飲めるけんど！升、升やったら飲めるけんど！升、升やったら飲めるけんど！

編
集
後
記

▼
初
め
て
長
平
ま
つ
り
に
行
き

ま
し
た
。
長
平
汁
お
い
し
か
っ

た
で
す
。
　
　
　
　
　
　 

 

松

▼
降
る
雨
に
一
喜
一
憂
！
お
祭

り
、
紫
陽
花
、
藤
の
花
。 

 

井

▼
い
つ
も
広
報
で
す
が
、
今
回

は
い
か
だ
に
参
戦
！
ど
ろ
め
だ

け
に
は
出
場
で
き
ま
せ
ん
（
Ｎ
）

　
広
報
こ
う
な
ん
５
月
号
15
ペ

ー
ジ
の
岡
本
弥
太
文
芸
受
賞
者

の
中
学
生
の
部
・
俳
句
部
門
・
三

席
の
小
林
洋
実
さ
ん
の
お
名
前

を
「
小
松
」
と
表
記
し
間
違
い
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

　
《
広
報
へ
の
メ
ー
ル
》

k
o
u
h
o
u
@
c
i
t
y
.
k
o
c
h
i
-
k
o
n
a
n
.
l
g
.
j
p

《
香
南
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
k
o
c
h
i
-
k
o
n
a
n
.
l
g
.
j
p

人口 /34,179 人　世帯 /13,446 戸

（男 /16,393 人　女 /17,786 人）

出生 /  25 人　死亡 /  43 人

転入 /242 人　転出 /318 人

対前月比 /97 人減 (18.3.31 現在 )

市
の
う
ご
き

お
詫
び
と
訂
正

　
今
月
号
か
ら
香
南
市
の
頑
張
っ
て
い
る

人
や
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
戸
板
島
の
橋
か
ら
野
市
方
面
に
向
か
う
と
左
手
に
色
と
り

ど
り
の
あ
じ
さ
い
の
壁
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
６
月
の

上
旬
か
ら
見
頃
に
な
る
『
野
市
あ
じ
さ
い
街
道
』
の
仕
掛
け
人

と
立
役
者
を
紹
介
し
ま
す
。

　
戸
板
島
の
橋
か
ら
野
市
方
面
に
向
か
う
と
左
手
に
色
と
り

ど
り
の
あ
じ
さ
い
の
壁
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
６
月
の

上
旬
か
ら
見
頃
に
な
る
『
野
市
あ
じ
さ
い
街
道
』
の
仕
掛
け
人

と
立
役
者
を
紹
介
し
ま
す
。

あじさいのいちあじさいのいち
■周辺は農耕地で道幅も狭いので農作業の邪魔にならないように駐車してください■周辺は農耕地で道幅も狭いので農作業の邪魔にならないように駐車してください

　昨年のあじさい街道　昨年のあじさい街道

開催日程
■６月の毎週土曜・日曜日開催
　（当番がいる日は縮小して平日も開催予定）

■午前10時から午後５時頃まで
■雨天決行（大雨は中止）
■アイス・ジュース類、寿司、地元採れの新鮮野菜     

　　　　　　　　　　　　アジサイの苗など販売予定！

　

今
か
ら
十
二
年
程
前
、
上
井

川
の
土
手
は
産
業
廃
棄
物
や
粗

大
ゴ
ミ
が
た
く
さ
ん
捨
て
ら
れ

る
場
所
で
し
た
。

　
「
花
を
植
え
た
ら
ゴ
ミ
の
投
棄

が
な
く
な
る
か
も
し
れ
ん
」
と
あ

じ
さ
い
を
植
え
始
め
た
人
が
い

ま
す
。
あ
じ
さ
い
街
道
の
仕
掛
け

人
、
岡
田
順
一
さ
ん
と
横
田
博
さ

ん
で
す
。
さ
ほ
ど
世
話
も
要
ら
ず

き
れ
い
に
花
を
咲
か
せ
る
ア
ジ

サ
イ
が
気
に
入
り
、
岡
田
さ
ん
は

父
養
寺
、

横
田
さ
ん
は
西
佐
古
に
次
々
に

植
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今

や
一
万
九
千
株
、
全
長
一
キ
ロ
の

あ
じ
さ
い
街
道
は
観
光
バ
ス
ま

で
立
ち
寄
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に

な
り
ま
し
た
。

　
二
人
の
悩
み
は
何
と
い
っ
て

も
水
や
り
の
大
変
さ
。
五
十
メ
ー

ト
ル
の
ホ
ー
ス
で
川
か
ら
水
を

汲
み
上
げ
一
日
に
四
～
五
時
間

か
け
て
も
終
わ
り
ま
せ
ん
。
何
度

も
「
も
う
、
よ
う
せ
ん
」
と
思
っ
て

は
、
毎
年
花
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
人
た
ち
の
顔
が
浮
か
び
、

そ
れ
を
励
み
に
続
け
て

来
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

花
の
時
期
に
合

わ
せ
期
間
限
定
で

開
か
れ
る
地
域
の

人
た
ち
の
手
作
り

市
『
あ
じ
さ
い
の

い
ち
』
は
あ
じ
さ
い

街
道
の
立
役
者
。

西
佐
古
の
有
志
が
「
あ
じ

さ
い
街
道
を
も
っ
と
ゆ
っ

く
り
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と

考
え
「
よ
っ
し
ゃ
！
や
ろ
う
」
と

一
致
団
結
。
丸
太
で
ベ
ン
チ
を
作

る
人
、
ポ
ス
タ
ー
を
描
く
人
、
得

意
分
野
を
生
か
し
て
昨
年
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
評
判
は
上
々
で
、

訪
れ
た
人
た
ち
に
と
て
も
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
人
と
の
つ

な
が
り
を
強
く
し
、
地
域
を
元
気

に
し
て
い
ま
す
。

　
　

　

も
う
す
ぐ
見
頃
を
迎
え
る
何

万
と
い
う
ア
ジ
サ
イ
た
ち
は
、
仕

掛
け
人
二
人
の
努
力
と
そ
れ
を

支
え
よ
う
と
す
る
地
域
を
愛
す

る
の
人
た
ち
の
協
力
の
た
ま
も
の
。

　
ア
ジ
サ
イ
は
花
の
時
期
が
長
く
、

今
年
も
七
月
上
旬
ま
で
楽
し
め

そ
う
で
す
。

う
　
わ
　
ゆ

横田博さん・岡田順一さん（共に野市町）

　６月中旬までは

暗くなるとたくさん

のホタルに会えます

香
南
市
広
報
「
こ
う
な
ん
」
平
成
十
八
年
六
月
一
日
発
行
　
　
　
　
　
編
集
・
香
南
市
広
報
編
集
委
員
会
　
発
行
･
香
南
市
役
所

〒781
　｜ 

5292

高
知
県
香
南
市
野
市
町
西
野
二
七
〇
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℡
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七
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五
六
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〇
五
一
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広［Public Relations］報 主な内容

どろめ祭り

春の叙勲

香南市議会始動

農業委員が決定

まちの話題

お知らせ

保険医療課から

各課紹介②
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11～15
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平成18年

野市郵便局●

Ｒ55

Ｒ195

戸板島橋

物部川

●のいち駅

ＪＲ土佐山田駅
香北町→

安芸市→

←南国市

←南国市

●県立青少年ｾﾝﾀｰ
●県立
    のいち動物公園

あじさい街道あじさい街道

あじさいをたのしみ隊

ボランティア募集！
あじさいをたのしみ隊

ボランティア募集！
　草ひきや水やり、７月以降に花の

刈り込みを手伝ってくれる人、グル

ープを募集します。きれいな花づくり

にぜひ、協力をお待ちしています。

■連絡先　市役所環境対策課
　　　　　　　　　　　　　　５６-８５０８




